





















研究期間は 3年間であり、その 1年目にあたる平成 24年度には、都市問鉄道を中心に
研究を進めた。研究会は後述のメンバーと、多数のオブザーパーの参加のもとで進められ
た。 日程と報告者 ・報告テーマは次の通りであり、その成果にもとづいて公開シンポジウ
ムが開催され、報告書が取りまとめ られた。 2年目となる平成 25年度には航空綱、 3年
目には高規格道路網やフ ェ リーを級う予定であるが、この順番については研究会の中で決
めていきたい。







第三回 7/2 6 1 0名
1 .辻本勝久「交通基盤の整備と産業集積J
2. 中平匡俊 ・山下光之助「都市間交通について(大阪市、京都市、神戸市) J 
第四回 9/2 6 1 4名
1 .中平匡俊 ・I1J下光之助「都市間交通に関する一考察 〔プレスト PARTUJJ 
2. 竹間興平 rL R Tをi制!とした富山のコンパクトなまちづくりについてj
3. i及回康太「日本MM会議と富山視察」
第五回 10/18 13名





第七回 1 / 2] 8名
1 .償問硲ー 「観光と鉄道J


















主査 辻本 l勝久 和歌山大学経済学部教授
民I刈 裕 一 和歌山大学観光学部教授
1時IT 手口史 和歌山大学経済学部講師
山本 敦子 和歌山大学経済学部助教(、!と成 24年 8月末迄)
ヒ型F 長l決 和歌山大学経済学部特任助教(平成 21年lL月以降)
本下 1fie )ミ 和歌山社会経済研究所常務即 'l~
大1" !;1¥、，与utdr、 (一財)和歌山社会経済研究所研究部長
畑IlI.LJ j存生 (一財)和歌山社会経済研究所研究部長
'1-1 ~II 匡俊 (一財)和歌11社会経済研究所主任研究員
11下 光之助 (一財)和歌山社会経済研究所主任研究品




Jt: 1- 智史 和歌山大学大学院経済学研究科生
/ts可l 鵬 和歌山大学大学院経済学研究科生
fl1 '11 if子h' 神戸大学大学院経済学研究科生
?及|干i Ji A 和歌山大学経済学部生
竹田 興平 和歌山大学経済学部生
作注 千ヘiト 和歌山大学経済学部生
(注 : 所属 ・灯，l?については平成 24年度時点)
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